FROM<出発点>とTO<到達点> by 上野, 義和
Title FROM<出発点>とTO<到達点>
Author(s) 上野, 義和







Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/
Osaka University
FROM　と　TO
〈鳩発点〉　　　〈到達点〉
上　野　義　和
〈はじめに〉
　現代英語におけるfrom’とCto’は，通常一対となって現れ，移動行為に言及する動詞と共起
し，それぞれ〈出発点〉，〈到達点〉を指し示すことができる前置詞である．この，〈出発点〉と
〈到達点〉という二つの概念は，移動の始めと終りという意味では論理的には完金に離等のはず
である．しかしながら，一見対等に愚われるこれら二つの概念は，実はお互いかなり性質を異に
するものであるということ一即ち，tldはどちらかと雷えば「無標識的」な語であるのに対し
て，‘fro　m’は「有標識的」な性格をもつ語であることを意味素性の違いによって示すことが本稿の
目的である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜§1＞
　前置詞‘iro　nt’は，たとえば
　　　（1）J・hn　wall〈ed　fr・〃z　the　station．
①にみられるように，移動行為を示す動詞と共起して，移勤のく出発点〉を表すことができる
語である．（1）の文は，さらに（2）のごとく，それに〈到達点〉を示す繭置詞旬を添えて拡大する
ことができる．
　　　（2）　　John　waHke（l　fro7n　the　station　lo　the　hotel．
（2）に〈経路〉を示す表現を加えてより長くすることができる．
　　　（3）　　John　walked　fro〃m　the　stat圭on　across　the　street　lo　the　hotel．
（1）→（2）→（3）の順序は，短い文が次第に長くなっていく過程を示すが，それは同隣に（3）→（2）
→（1）の順序も成立しうるということである．「移動」という物理的行為は，「ある物体が，時間の
経過とともにそれが荏在している地点XからXでない地点Yにその位置を変えること（門と意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71
的に等価である．とすれぱ，「移動」が生ずれば，そこには必然的に〈出発点〉と〈到達点〉が存
在しなければ論理に反することになる．よって，（1），（2），（3）の派生順序は，（3）一一〉（2）→（1）で
あると考えられ，さらには（2）とともに（4）の文
　　　（4）John　walked　Xo　the　hotel．
が存在し，（2），（4）の後には最も短い文（5）が存在する．
　　　（5）John　walked．
　（3）の文に戻る．（3）は移動行為に不可欠の三要素であるく出発点〉，〈経路〉，〈到達点〉がすべ
て現れている文である．そして（3）は以下のさまざまな状況を示しうる．
（園1） （図2）
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これらのうち，（図1）はある点で他と異なる．即ち，〈経路〉としての‘street’の両端がそのまま
〈出発点〉とく到達点〉となっていることである．今，〈出発点〉から〈到達点〉まで連続して
延びる移動の軌道を‘PATH’（行程）と呼ぶ．（図2）～（図㊨においては，‘street’は〈行程〉の
一部をなすにすぎない．これを‘ROUTE’（経路）と呼ぶ．（図1）では，‘street’は〈行程〉と
も〈経路〉ともみなすことができる．捧o吻XtoY’の形では，〈行程〉が衰されないことが多い
が，（2）や次の（6）の文のように，
　　　（6）JohR　walkedαZo7碧癖street　from　the　stati・n　t・the　hotel．
直接的に表現される場合も，（7）におけるように，
　　　（7）　J◎hn　we耽from　Boston　to　New　York　b＞ノpla　ne。
聞接的に示されることもある．
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　以上のことから，移動行為は次のような図式として表されよう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図5）
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（図5）が承すごとく，〈経路〉を任意の数だけつけ加えることができる，
　　　（8）John　walked　from　the　station　across　the　street
　　　　　over　the　bridge…　to　the　hotei．
fro　m＋to’に限らず，他の前置詞との組み舎わせによる「〈出発点〉＋〈到達点〉」表現は，遍常，
直線的な移動として捉えられる（Fillmore，1971，　PP．26－27）．この直線的軌道という基本概念は，
from＋lo’が時間における軌道表現に転用される時，蒔闘的最短距離として現れる　（Fillmore，
1971，p．36）．
　　　（9）　＊John　｝圭ved　fro　7？i　1940　！0　1970　wia　1930．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜§II＞
7rom’の意味特姓について考えてみる．まず（9）の文をみてみよう．
　　　（9）　The　ball　ro1至ed　underneath　the　l：able．
この（9）はあいまいな文で，状況によって以下に記す二つの意味解釈を許す（Quirk　et　al．1972．
§6．18）．
　　　　（イ）　The　ball　passed　under　the　table　on　the　way　to
　　　　　　　some　Qther　destination．
　　　　（ロ）　　The　l）all　rolled　under　the　tal）le　and　stayed　there．
（1）の‘under？zeαih’は，（イ）の解釈では〈経路〉の，（ロ）の解釈ではく到達点〉の役騒を果してい
る，（9）の文中の主語（bal1＞には自ら移動する能力が備わっていないので，（9）の読みは通常（イ），
（m）の二つにとどまるが，次の文
　　　（10）　Amouse　scuttled　behiクzd　the　curtain．
においては，‘68勧z4’には三つの意味解釈が可能となる．〈経路〉とく到達点〉に加えて，
　　　　（ノ、）　　The　mouse　stayed　（scuttling　back　aRd　fbrth）
　　　　　　　behind　the　curtain　all　the　time．
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（ハ）の雷い換えが示すように，‘behind’は「カーテンの背後という限定された一定の領域内」を示
しうる（Leech．1969．§8。73，　Quirk　et　al．§6．18　Note＞．これを〈位置〉（POSITION）と名づけ
ると，‘behind’の意味特性は次のようにまとめられる．
　　　　　　　　　　　　　吋翫〕
これら三つの特性はbehindにのみ限られるものではない。たとえばoorer，　above，　be／Otv，　beside，
妙，観〆87など他の多くの単一前置詞のみならず，in　frent　ofなどの複合前置詞にもあてはま
る（2）．が，このように複数個の特性を有する前置詞であっても，どうしても表すことができない
概念がある．それは〈出発点〉である．（9）のunde7neαtjtにも（10）のbeli　indにも〈出発点〉なる
特性を含ませることはできない．これら二文にその読みをもたせようとすれば，各々次のように
　　　（11）The　bal｝rolled　fro　7n　undemea出£he　table．
　　　（12）　Amouse　scuttled　frowz　behind　the　curtain。
必ず∫70Wtを含んだ文にしなければならない．英語では〈出発点〉は必ずfromによって表され
ねばならない．何故なら〃o魏はく出発点〉を示すことのできる唯一の前置であるからだ（3）．そ
の証拠の一つとして，以下に列挙するように，underneathやbehindに加えて，場齎を示す多く
の前置詞がfromの助けなしでは〈出発点〉を表せない，ということをあげることができる（4）．
from　above，
from　amid（st），
from　before，
from　beside，
from　down，
from　off，
from　outside，
from　under，
from　without
from　acrOSS，
from　amon9（st），
from　below，
from　between，
丘om圭ns至de，
from　opposite，
from　over，
from叩，
from　　alon9，
from　arOU王Xl，
fm鵜beneath，
倉Qm　beyond，
fro憩near，
from　o就（of），
from　rOund，
實om　wkh｛澄，
上記の各々からfro　niを取り去ってしまうと，残った前置詞だけでは〈出発点〉を示しえない、
又Coeel　of’や‘off’は〈出発点〉を表しうる表現とみなすことも可能であろう（Fillmore．　p．25）．
しかしながら，Yro　m’と対をなす‘IO’とのからみから論ずるならば，これらの語（句）はifro　7n’
とはかなり性質を異にするものであることがわかるだろう（5）．‘oul　of’はその反義語‘ゴ2吻’と共起
して
（13）　　The　ball　rolled　oul　of　the　house　i？zto　the　hole．
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（13）といえると同時に，二つの前置詞旬の間に等位接続講andを挿入して次の（14）
　　　（14）　The　ball　rolled　out　of　the　house　and　into　the　hole．
のようにもいえる．（14）は（15）
　　　（15）　　The　ball　r◎lled　oerl　of　the　house　and　it　rolled
　　　　　　into　the　hole．
をその基底にもつ文であることからみて，‘roll　out　of　the　house’と‘roll圭nto　the　ho｝e’とを別樹
のll島来事として述べた文であるとみなしてよい．他方，‘fro　m’とilo’の場合には，
　　　（16）The　ball　rolled　fンom　the　house　t・the　tree．
（16）は文法的文であるが，
　　　（17）＊The　ball　roHed，〃o〃z　the　house　aクzd　lo　the　tree．
（17）は非文である（6）ことから，‘from　X’と‘ずo　Y’を別個の単位と促えることはできないというこ
と，換書すると，両者は「分離不可能」な関係にあるということがわかる．このような理由から，
Gruber（1976．　P．89）はfro〃zとloは構造をなす（in　construction　with）と考え，‘from－to’と
いう形で表す．要するに，両語は切れ蟹のない連続体であり，又同時にその意味において両語が
生ずる順序は，本来固定されている．（16）はポーズを入れずに一気に読み通せる文だが，（16）の
語順を入れ替えた（17）においては，
　　　（17）The　ball　rolled　lo　the　tree〃屍o〃z　the　house．
‘from　the　house’の前にポーズを置いて，それが‘The　ball　rolled　to　the　tree’という文全体に添
えられた，一種のつけたし表現であることを示さねばならない（Gruber．　PP．78－85及びP．91
f£）．その証拠に，つけたしの‘from　NP’は（18）におけるように，
　　　（18）The　train　arrived　at　the　station∀fr・〃z　Chicago．
‘arrive’のような，到達行為のみを示す種類の動詞を含む文にもつけたせるが，それが文中に含み
込まれてしまうと，
　　　（19）　＊The　train　arrivedノンo”z　Chicage　at　the　station．
（19）のような文は非文になってしまう．
　このように緊密に結合しあっている施o〃∂’と‘lo’であっても，両者を切り離してお互いどう
しを比較してみると，統語的にも意味論的にもずい分相異なる性質をもっていることが明白にな
ってくる．〈出発点〉とく到達点〉という概念は，移動行為の始めと終りという意味では論理的
には全く対等の関係にあるように思われる．しかしかがら，現実の言語現象から見る限りでは，
〈出発点〉表現のfro　M’は〈到達点〉指示の‘lo’に比べてかなり特異な存在となっている．
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from’を「有標」，？o’を「無標」とみなしてよいほどである（ll〈egami．　P．126）．以下にその理由
を示す．
　［a］iOOWi，　loの消去可能性
　まず次の文をみてみる．
　　　（20）　　John　soid　a　book　lo　vlfar！．
（2のの文を（21）
　　　（21）　　John　so｝d　ju／ary　a　book．
と言い換えて‘lo’を消芸することができるが，他方，次の（22）
　　　（22）　Mary　bought　a　book　from／oゐクz．
を言い換えて（23）
　　　（23）＊Mary　bougl｝り励πabook．
とすることはできない（ソblin’を利害の霞的語と解すれば（23）は文法的文である），この事実は，
Cto’をゼロ表現にすることには支障はないが，施o〃z’をゼロにすることが不可能であることを示唆
する．又，次の（24）
　　　（24）　　John　gave　a　car　lo　llfary．
を受動化する時，‘lo　lifary’を主語化して（25）
　　　（25）　　Marコノwas　given　a　car　l）y　John．
を得ることはできるが，（26）
　　　（26）　　Mary　got　a　car！rowt／b〃2z。
における7rom／blin’を主語化して得られる（27）
　　　（27）ψ々7z　was　got　a　car　by　John．
は非文である．さらに，
　　　（28）　　John　moved　！o　llze　tree．
（28）の〈到達点〉指示のtto　the　tree’を場所の副詞‘there’におきかえて得られる（29）は（28）
を含意しうる（7）．
　　　（29）　　John　moved　there．
しかし，同様に
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　　　（30）John　mOVedノ〉’・m　tlte　lree．
（30）の〈出発点〉表現を‘there，でおきかえて
　　　（31）　＊John　mOVed　tliere．
（31）を生み出すことはできない．当然のことながら疑聞詞‘where’に関しても同様である．
　　　（32）　Where　did　John　move？
（32）は（33）を含意しうる．
　　　（33）｛繍翻臨灘
一方，〈出発点〉を示すためには
　　　（34）　ルo〃zav　lzere　did　J◎hn　move？
（34）のように施o〃z’を使っていわねばならない，又，‘to一不定詞’のilo’がしばしばゼロになる
ことがある．
　　　（35）　John　saw　Mary　Stwi’m．
　　　　　　（Cf．　Mary　was　seen　to　sw甑〉
　　　（36）　　Mary　often　helps　her　mother　（lo）cook．
　　　（37）　All　John　has　to　do　is（lo）go　right　now（8）．
英語においては動詞が連続するのを嫌う傾向があり，そのため，その間に‘lo’を入れるが（Mary
was　seen　to　5厩〃z。），それでもなお以下の如く‘lo’が脱落することもしばしば起る、
　　　（38）　　go　han9／go　fetch／come　see　等
　［b］fro　m，　loが支配するNPの特性
’
㈹油一蜘吻
｛1瀞
（39）の文も（40）の文も文法的である，
一細伽
｛1；撚欝一
これらのことから，from’が支配するNPがさし示す物体は移動しつつあるものであっても，又
そうでなくともよいことがわかる．このことを次のように表示しよう．
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from｛一 　　NP
［±MOVINGl
他方，
（41）蜘一
｛；灘
（41）は正しいが，
㈹仙一
｛灘欝鑑
（42）は非文であることから，‘to’は以下に記す条件を満しうるNPを支配しなければならないこ
とがわかる．
　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……
　　　　　　　　　　　　　　　tio　÷　　　　NP
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜MOVING〕
その理由は，移動しつつある物体はたえず連続してその位置をかえ続けている，ということに求
められよう．〈到達点〉は固定されたものでなければならない．さもないと移動行為が成就され
ないことになる．ところが，〈出発点〉の場合には事摘がかわる．ある物体がXをく出発点〉と
して移動するということは，その前提としてその物体がすでにそこに浮在していなけれぱならな
いことになる．そして，そこに存在しているということは，その物体がそれまでにそこに移動到
達していなければならないことになる．従って，移動しつつあるものを〈出発点〉ととらえるこ
とには問題はない．移動しつつあるものを‘lo’は支配することができないわけだから，
　　　（43）　　John　ran　loward　the　galloping　horse．
　　　（44）　The　ship　sailed　for　New　York．
（43），（44）のように，「方向」のみ示すが「鋼達」を示せない語と共起しなければならない．ただ
次のように，
　　　（45）John　ran　inl・the　moving　train．
　　　（46）　John　ran　o7zto　the　moving　cart．
‘intO’，‘onto’なら正しい文として成立する．これらの語は‘10’を含んではいるが，いずれも真の
到達点（痂なら列車の内部のどこか，onなら罵車全体のどの部分かということ）は明示されず，
前著は「外部から内部へ入る」ことを，後者は「接触」を示すだけである．以上のことから，
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　　　（47）　　John　ran　！o　the　t「ain．
（47）の‘train’は移動中でない列車でなければならない．列車は本来〔＋MOVABLE〕ではあっ
ても，（47）では〔－MOVING〕である．又
　　　（48）　John　ran　Xo　Toln．
　　　（49）　　Mary　ran　lo　Tom．
（4g），（49）を等位接続して
　　　（50）　John　and　Mary　ran　Xo　Tom．
とはいえても，
　　　（51）　John　ran　lo　Mary．
　　　　　　Mary　ran　lO　John。
（51）と（52）を結んでも（53）
　　　（53）　＊John　and　Mary　ran　lo　each　other．
は成立しない．
　（c）be動詞とfro　7n，　toとの共起
　ある物体が移動を完了した時，〈到達点〉における物体の存在（RESULTATIVE）は状態動詞，
特にbe動詞で表される．
　　　（54）　John　walked　i7ZtO　the　room．
（54）は（55）を含意する．
　　　（55）John　wasガπthe　room（i°）．
以下の対において，いずれも上文が下文を含意している．
　　　（56）｛｝：謙諮，諮譲
　　　（・7）｛鷺謙瀦惜、溜
　　　（・8）｛艦譜蹴糟II評IL
銑o〃3’についても同種の含意関係が成立する（Leech．§8．8）。
　　　（59）｛沼織謙篇諮
次のように，ソ％∫〆や‘aZready’を添えて「完了」の意を強く示すこともできる．
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　　　（・・）J・h…磁，｝伽・・・・・・…n・
7rom’は，奪格（ablative　case）と深い関りをもつ語であることからも容易に推測されるように，
ある物体が〈出発点〉を離脱するということである．　しかし，たとえば（60）の上文は，決して
「ジョンは駅をちょうど離れたところだ」の意ではない．かといって，‘Joh垣s　from　the　station’
なる文でその意昧を表せるわけでもない．（60）は
　　　（・・）J・h・・h・・｛。1畿，｝・・m・here・…m・he　s・・…n・
（61）と同義に解釈される．結局のところ，（60）は実質的には到達完了の意味をもっている．（60）
は，衰面的には〈出発点〉表現だが，意味論的には「出発点でないところ」即ち〈鋼達点〉示唆
の文であるといえる．又‘to　X・・　from　not－X’，‘to　X・・　at　X’という等式が成り立つ．こういう
理由で，tto’を「プラスの到達点」，施o脅z’を「マイナスの到達点」という見方がでてくる（LyGns．
1977．§15．5，Gruber．§§3．1－3．7｝Leech．§8．7．2，　Ikegami．　p，121　ff）．
　他方，‘lo’が〈到達点完了〉の指示の語であることは，
　　　（62）　John　walked　up　lo　the　mountaln　top．
　　　（63）・JQhR　walked　up　to　the　mQL・ntain　tQp　but　stQpPed　halfway　up。
（62）が正しい文で（63）が非文であることから明かである．しかし，次のように，
　　　（64）　John　went　xo　the　hotel．
　　　（65）＊John　was　to　the　hotel．
「be＋to　NP」の形では〈到達点〉での位置を示すことができない（ll＞．このことは，
　　　（66）｛1：謙灘鵡謡轡
　　　（67）｛駕瀞蹴臨興
（66），（67）に示されるように，‘onlo’，　tlnlo’などにおいても，‘lo’を含む複合語の‘lo’以外の残
りの部分でしか，移動後の状態を示すことができないことからも一層明かになろうq2》．
　これまで述べたことを以下にまとめる．
　　　from　　　　＋　　　NP
［‡畏呈器£辛ATIV。］［±M°VING］
to　　　　　キ　　　　NP
［±畏騰LTATIV司　£－M°V王NG］
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＜§III＞
（68）　　John　walkedノレo刀z　the　statioR　1o　the　hotel．｛
（69）＊John　walked〆塗・〃z　the　station　and　to　the　hotel．
（70）Mary　ran／7・m　the　do・r　lo　the　tree．｛
（71）　　Mary　raユ11o　the　treeノ’rom　the　door．
（72）－1湘伽飴㎞・｛雛黙｛
（73）＊Th・b・ll磁・鯛1－11し認篇、｝・・・・…
（68）が正しく（69）が非文であること，そして（70）にはポーズが不要だが（71）には必要であること
から，Yro　7ie’とClO’は分離不可能な連続体であり，両者の基本的順序はtfro　m－to’であることを
すでに述べた．さらには，（72）が正しく（73）が非文くbehind，　ZtndeTneathを〈到達点〉表現とし
た場合）であることから，鈴り〃z’の分身としての〈到達点〉表現は‘to’（又はtoをその一部とし
てもつ複合語）でなければならず，いかに68伽24やecnderクzeathが単独では〈到達点〉を示し
えてもYro　7n’との結合体を作りえない，ということも明かになる．この結合体をなす7ro　m’と
tto’がお互いに多いに異なることを〈§ll＞で述べたが，以下でさらに両者が相異なる点を分析
し，その相異点が実際の用法にどのような影響を及ぼしているかを考えてみよう．
　まず次の文
㈲一
｛斗一
㈹一
｛翻一
（74），（75）は，from’は‘far’や‘remote’など「遠い」という意味的な共通項をもつ語とは共起
するが，「近い」の意をもつ語とは共起しないこと，そして70’に関してはその逆のことが言え
る，ということを示している．渉o〃z’は〈出発点〉から「隔りがあること」に雷及し，‘fo’は〈到
達点〉まで「隔りがないこと」に言及する語ではないかという推測が成り立つ．以下の魏象はこ
の推測の証左となろう．
　　　（76）」・hn　is　s・anding｛1盗ay｝V，：°つ・h・tree．
（76）では，fro　7n’は‘off’，‘away’という分離の副詞とよばれる語（Lindkrist．§616，§619）とのみ
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共起しているが，逆に‘IO’はこれらの語と反撲しあっている．このことは動調についてもあては
まる．
　　　（77）・he　branc・卿鰯｛嘉゜つ・h…r・e・
　‘ldは動調‘apProach’（13＞，形容詞‘adjacent’，‘close’，‘contiguous’，‘proximate’など，いずれも
「接近」や「隣接」を示す語と共起し，これらの語は決して施o〃z’とは共起しない．
　　　（78）J・hn・・apProa・hi・g｛智m｝M・・y・
　　　（79）J…’・　heuse　is｛瓢｝｛響m｝M・・y’・・
しかし，実際には，非常に近い距離を示す状況に施o〃z’が生ずることもある．
　　　（80）　JohR　is　standing　only　two　feet　away　fTo〃z　Mary．
（80）ではジョンとメアリーの間の物理的距離はごくわずかである．それでも（80）を（81）のように
言い換えることはできない．
　　　（81）＊　Jolm　is　standing　Gnly　two　feet（away）lo　Mary．
このことは，二者間の物理的距離がいかに小さな数字で衰されようとも，fro　m’は一方が他方か
ら「離れている」ことを表す語であることを示している．ここまで述べたことは以下の通りであ
る，
　　　　　　　　　　　　　from〔十REMOTENESS〕
　　　　　　　　　　　　　　lo　　〔一｝－NEARNESS〕
　これら二つの意味特性は，両語が現われる慣用表現に大きく関わってくる。例えば，
　　　（82）Wine　is　made〆from　grapes．
　　　（83）　Desks　are　made　of　w◎od．
（82）において施o刀2’が使われているのは，原料のブドウと製品としてのブドウ酒の間に「隔り」
が存在するからである．このことは，施o”z’は原料の形状や性質が変化する時に使われる，とい
う一‘ee的な指摘に通じる．他方，（83）の‘of’は‘ouX　of’と意味上等価と考えられる．実際に次の
ような例が存在する（小西．1975．p．776，12a），
　　　（84）This　table　is　made・f（or　made　out・f）mah・gaユ｝y．
‘oul　of’は‘inlo’と相補分布をなし，又
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　　　（85）　John　went　i7Zto　the　rGom．
　　　（86）John　was・Ul・f　the　r・・m．
　　　（87）　　John　went　oul　of　the　1’oom．
　　　（88）John　was　in　the　room．
（87）は（88）を前提とし，（85），（87）は各々（88），（86）を含意することからも明かなように，両語
は意味上密接な関係を窟している．さすれば，（83）は次の（89）
　　　（89）｛蟹鐙欝欝誌
と意昧上等価であるはずだ．薦述したように，‘oul　of’は「内部一一〉外部」という移動行為を示すだ
けで，男ro　？n’のもつく出発点〉表現とはちがう．このことは，この‘of’が‘off’と同じ語源をも
つことからもうかがい知ることができよう．それ故toul　of’にはtSyom’のもつ「編り」の意は
なく，むしろ〈NEARNESS＞の含みがあると考えられる（Lindkvist．§642）．この意味特性が，
‘made　of’は通常，原料や材料の質が変らない蒔に用いられる，という主張に結びつく，
　とは雷え，ブドウとワインの関係が常に（82）におけるようにfrom’で表されねばならないと
いうことではない。次のように表されることもある（小西p．775）．
　　　（90）We　make　grapes　i7tto　wine．
　しかし，（90）は（82）と能動・受動の関係にあるという（小西p．775．9NB②）よりも，意味論
的には次の（91）
　　　（91）　We　make　w沁e　oact　of　grapes．
との関係において論じられるべきものである．このことは，材料が生物，特に人間である時，一
顧はっきりするq4）．
　　　（92）　　】Many　people・　・　・　”zafee　a　hero　oecl　of　a　ki1玉er．（P．57）
　　　（93）　…the　novels　and　mories　make　a　hero　of　a　man　who　was　not　so　heroic．（p．57）
　　　（94）Jesse　James　was　a　fanious　badman　whom　the　dime　novels　and　movies　made
　　　　　　into　sUch　a　hero．（P．64＞
上例が示すごとく，材料が入間の場合，常に‘out　of’と‘i？itdが対立し，
　　　（95）＊Many　people　make　a　hero　from　a　k撮er．
（95）は非文となる。（92）～（94）では‘hero・・killer（man，　badman）’という等式関係が成立する
（そして，（95）ではheroキkillerになってし玄う）．同じ環境に“frenfを使うと，‘from　X畿not
at　X’という基本的意味から考えて，「heroキkiller」という不等式が成立することになってしま
う。かと言って，（83）でも「desk繍wood」の関係が成立するわけでもない．しかし，（85），（86）
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が意味的に正常であるためには，‘John’と‘1”oom’の間には，それらの物理的大きさにおいて，
「room＞John」なる関係が成立しなければならない．この大ノ」、関係は（83），（84），（89），（91）
における抽象的移動にも適用されうるものと考えられる。（92）～（94）においても然り、（92）を例
にとれば，「殺入者」をつくり上げているいくつかの構成要素のうちからr英雄的」なものをとり
出して一人の英雄を存在させる，というのが‘make　a　hero　out　of　a　k呈ller’の本義である（K）．こ
こにもこ者間の大小関係が成立しよう．「イコール」も「近い」という概念も，〈NEARNESS＞と
いう概念で論じられるものであり，「遠い」とか「隔り」という概念で論じられるものではなかろ
う．
以上述べた覧o鯛’とソo’の意味特性をまとめると次のようになる．
一
［灘副
10 ［総鯛
〈注〉
（1）arOUftdは「ぐるっと一周」の意味では〈出発点〉とく到達点〉が同じ地点となりうるが，一度は〈出
　　発点〉から物理的に離れなけれぱ移動行為は成立しない．
（2）owerには七つの意味（seven・senses：Qu圭rk　et　aL§6．24）あるいは八つの意味（eight　meanings：Becker
　　and　Arms．1969．）があるという主張もあるが，これらはすべてROUTE，　GOAL，　POSITIONとい
　　う三つの意味特性が現実の異体的な場面に現れた際の意味を分類したものであって，結局，それらはす
　　べてこれら三つの特性に吸収されるものである．
（3）たとえば，（10）をAmouse　scuttled　fiere　a7ed　tkere　behind　the　curtain．と言い換えて闘接的に〈出
　　発点〉，〈到達点〉を示すこともできるが，これとても‘here　and　there’を直接的に表わそうとすれば
　　‘from　one　place　te　another’のように，‘fronz’を使わねばならないということである．
（4）このリストから漏れた結合，たとえば‘from　at’‘fro㎜in’，‘from　through’などには，それぞれにそれ
　　らが生じえないそれなりの理由がある。‘from　NP’」not　aX　NP’という意味的等式が成立することから
　　“Svo〃a’はtaX）を内包すると考えられる．‘through’は，
　　（イ）王w猷through　the　tunnel．
　　　（口）　　＊I　went　through　the　tunnel　and　Bill　went　there　too．
　　　（ロ）が非文である（Si王va・1975．　p．169。　fn．・3＞ことから‘tltro　uSli’は到逓点1こおける位置（POSITION）
　　を表すことができないことになる（困みに（イ）の意はrトンネルを通り抜けた」という移動行為の完
　　了）．とすれば，＊Iresumed　wall〈ing　from　lli　ro　u8h　the　tunnel．（トンネルをぬけ出た飯から歩きだし
　　た）は当然非文になる．その理由を，‘through’がγ勿加one　end　Xo　the　other’と問意であることか
　　ら，この藷が‘from）を内砲しており，同蒔に‘fro　？7z’と‘lo’は緊密な閣係を有する分離不可能な結合
　　体であるという事実に求めようとすれば，‘frem　across’（α‘70∫∫讐方077z　one　side　to　the　other）の説明が
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　　つかない。又‘from　in’には正しい形‘from　inside’がある．
（5）Ikegami（198L　P・163　ff・）では，施07／3’にく起点〉，‘oul　of’と‘off’に〈起点的〉という名称を与えて
　　両考の質の違いを示唆している．
（6）（17）は雰文だが次の（イ）はよい．
　　　（イ）　John　startedノ〉’o？πBoston　and　got　xo　New　York．
　　それは，‘slarX’は〈出発点〉のみに，忽0〆はく到達点〉のみにしか書及できない語であるからで，この
　　場合には〈行程（PATX＞＞がそっくり抜きとられている．（17）の‘rolPは1璽壷劇雌穏8至懸
　　嘉灘という全行程をさし示す語である．
（7）「奮意しうる」というのは，（29）の‘xltere’の回復可能性として，‘躍，‘oガ，‘ttnder’などと岡様に‘ld
　　も可能であるということ．
（8）　これは米語表現’
（9）到達点を正確に明示するには，‘into’，‘onto’はそれぞれ‘to　X　i！ユ’‘to　X　on’の形をとらねばならない．
（10）（54）はJohn　is　in　the　room．をも含意するが，以下の例でも‘was’で通すことにする．
（11）スコットランド英語では‘He　is　lo　the　station．’は非文だが賢e　is　away　to　the　shops．’のような表環
　　はかなり普通である（Leech，§8．8Commentary　a）．
（12）Leech（§8．8，1）は‘be　onto　NP’，‘be　into　NP’は文法的に正しいとするが，筆考の調べた隈りでは，
　　Leechの主張を否定する母圏語話港は多い．
（13）一藷で「接近」を示すことのできる動詞は‘approach’，‘near’等意外に数が少ない．
（14）（92）一（93）はR．Garica（1983）からの用例．
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